
・大気汚染の原因となる揮発性有機化合物の発生を減らすために、この取扱説明書は、植物性大豆インキを使用して印刷しています。

取扱説明書
INSTRUCTION

セイコーデジタル
ストップウオッチ

S141
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このたびは、セイコーデジタルストップウオッチS141をお買い上げいただき
ありがとうございました。
ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ正しくご愛用くださいます
ようお願い申し上げます。なおこの取扱説明書はお手もとに保存いただき、必
要に応じてご覧ください。

取扱いを誤った場合に、重傷を負うなどの重大な結果になる危険性が想定されることを示します。

警告

取扱いを誤った場合に、軽傷を負う危険性や物質的損害をこうむることが想定されることを示し
ます。

注意
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z S141の主な特長

セイコーストップウオッチS141は、1分あたりのピッチ（ストローク数）を簡単操作で計測し、
デジタルで表示する「ピッチ計測機能」付のストップウオッチです。また、スプリット・ラッ
プ・トータルタイムまたはランニングラップタイムを同時に確認できる「3段表示の大型パネル」
と計測データの「メモリー機能」を備えています。10気圧防水ですので、 雨天時や水しぶきの
かかりやすいスポーツでも安心して使用できます。
●ストップウオッチ機能・・・1／100秒単位、最大計測時間9時間59分59秒99、ラップ（区間経
過時間）、スプリットタイム（途中経過時間）、トータルタイム（スタートからの経過時間）ま
たはランニングラップタイム（現在計測中のラップタイム）を表示します。
●3段表示の大型パネルを採用・・・・トータルタイム（またはランニングラップタイム）と、ス
プリットタイムとラップタイムを同時に見やすく表示します。
●ピッチ計測機能・・・ボートのオールを漕ぐ動作など、3回分の動作時間をスタート・ストッ
プの2操作で測定することにより、1分間あたりの回数（ピッチまたはストローク数）に換算し
表示します。ピッチ計測結果は、最大9回分をメモリーし呼出表示ができます。
●デュアルメモリーモード機能・・・ストップウオッチ機能で計測したデータは、最大300ラップ／
スプリットまでをメモリーします。計測中および計測後、呼び出して見ることができます（シン
グルメモリー）。また、メモリー方式を変更（設定の変更が必要）することにより、スタートからス
トップ（リセット）までの一連のデータを「ブロック」として扱い、前のデータを消さずに別ブロ
ック（最大100ブロック）としてメモリーさせることができます（ブロックメモリー）。
●その他、個人別管理に役立つID設定機能、メモリー使用量インジケーターなどの便利な機能が
あります。
●本体に抗菌材を使用しております。
※経年変化やご使用の状態によって抗菌効果は低下いたします。

●ストップウオッチを使用しないときはカレンダー付時計としてもご使用いただけます。
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xストップウオッチの使いかた　①各部の名称とはたらき

ボタン○Ｃ（リコール）�
１回押すごとにメモリーされたラップタイムと�
スプリットタイムが表示されます。�

ボタン○A（スタート／ストップ）�
１回押すごとにスタート・ストップを�
くり返します。�

スプリットタイム（２時間２分45秒05）�

ラップタイム（１分28秒33）�

トータルタイム（積算タイム）�
（２時間３分56秒38）�

インジケーター�
メモリの使用量を示します。�

モードマーク�
スプリット・ラップ番号�

※ シングルメモリー方式（ブロック方式を選択しない場合）を例に説明しています。　　　�
　 ブロックメモリー方式を選択した場合には、「ブロックメモリー方式を選択した場合」をご参照ください。（P.11）�

ボタン○Ｂ（ラップ／スプリット リセット）�
計測がスタートしてからボタン○Ｂを押す
ごとに、スプリットタイムとラップタイム
がとれます。�
計測を終了（ストップ）して押すと、リセ
ットします。�

ボタン○D（モード切替）�
１回押す毎に�
�
�
�
�
�
�
�

に切り替わります。�

ストップウオッチ　トータルタイム�

ストップウオッチ　ランニングラップタイム�

ピッチ計表示�

時刻・カレンダー表示�

スプリットタイムはスタートからある区
間までの途中経過時間、ラップタイム
は区間と区間の経過時間です。�

ス
タ
ー
ト�

ラップ�

スプリット�
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②ストップウオッチのメモリー機能について

・S141は、最大300個ラップ／スプリットデータをメモリーでき、計測中もそのメモリーを呼び出して見

ることができます。

・ラップ／スプリットの回数が300を越えても計測および表示は可能ですが、メモリーに残るのは、300ま

でのデータになります。
※シングルメモリー方式の場合、次の計測をスタートさせるとメモリーは自動的にクリア（消去）されますので、ご

注意ください。

・専門的な使用方法として、ブロックメモリー方式に切り替えることができます。

ブロックメモリー方式を選択した場合は、次の計測を行なっても前の計測データが残るので、記録の保

存やデータの比較等に便利です。

詳しくは、「ブロックメモリー方式を選択した場合」をご参照ください。（P.11）
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③通常の使いかた

ボタンを押す順序　A→A→B

（スタート）�

※「トータルタイム」表示を例に説明しています。�

（ストップ）� （リセット）�

○Ａボタン� ○Ａボタン� ○B ボタン�
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④積算での使いかた

ボタンを押す順序　A→A→A…A→B

（ゲーム開始）� （ゲーム中断）�

�
途中のスタートストップは�
何回でもくり返せます。�

（ゲーム終了）�
※「トータルタイム」表示を�
　 例に説明しています。�

（リセット）�

○Ａボタン�

○Ａボタン�

○Ａボタン�○Ａボタン�

○B ボタン�
（ゲーム再開）�
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（5km地点）�
区間1　スプリットタイム　14分56秒08�
　　　　ラップタイム 14分56秒08

（10km地点）�
区間２　スプリットタイム　29分57秒21�
　　　　　ラップタイム　15分01秒13�
ボタン○Ｂ を押すごとに、何回でもラップタイムはとれます。�

（ストップ）� （リセット）�

○Ａボタン�

○Ａボタン�○B ボタン�

○B ボタン� ○B ボタン�

○B ボタン�

最終タイム２時間11分17秒99
区間8　（40km地点）�
スプリットタイム　2時間1分14秒12�
　 ラップタイム　16分42秒33

⑤スプリット、ラップの使いかた（最下段トータルタイム表示の場合：例マラソン）

ボタンを押す順序　A→B→B・・・B→A→B
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⑥スプリット、ラップの使いかた（最下段ランニングラップ表示の場合）

ランニングラップ�
表示マーク�
ランニングラップ表示�
であることを示します。�

（スタート）�

現在測定中の区間経過時間が１時間を超えると、�
時桁が表示されます。�

　（ラップ／スプリット計測）�
現在計測中の区間経過時間を表示します。�
○Ｂ ボタンでラップ／スプリット計測を行�
う度に0:00'00''00からカウントします。�

○Ａボタン�○B ボタン�

スタート�
LAP１�

ゴール�
LAP２� LAP３� LAP n

ランニングラップタイムの計測…最新の区間経過時間を表示させながら区間経過時間を計ります。�

ボタンDを押して、最下段をランニングラップ表示にします。
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⑦メモリーの呼び出しについて（シングルメモリー方式の場合）

・計測し、メモリーされたデータ（最大300データ）を呼び出し、見ることができます。

・ボタンCを押すごとにメモリーしたデータが呼び出され、押し続けると連続して呼び出されます。

・タイム計測中（ストップウオッチ作動中）でもメモリーしたタイムを呼び出すことができます。

・メモリー（ラップ・スプリットデータ）呼び出し中のボタン操作。

●ストップウオッチ作動中

ボタンAとボタンBはそれぞれのストップウオッチ操作になります。

ボタンDは呼び出し前の状態に戻ります。

●ストップウオッチがストップまたはリセットの場合

ボタンAとボタンBおよびボタンDいずれも呼び出し前の状態に戻ります。
※次の計測を始める（スタート）と、メモリーされたデータは自動的にクリア（消去）されますので、ご注意くださ

い。

・タイムの呼び出し方向�

ボタン○Ｃを押すごとに�
古い順にタイムを呼び出します�

新しい順にタイムを呼び出します�

�

ストップウオッチが停止しているとき�

ストップウオッチが動いているとき�




